
五弁の花
H y o g o N u r s i n g F e d e r a t i o n

VOL.74
2025年夏号

発行 : 兵庫県看護連盟 TEL：078-382-3150 責任者: 服部 玲子 

「届けよう看護の声を！

私たちの未来へ」

投票確認についてのアンケートにご協力ください。

回答期間：7月3日（木）～18日（金）

右記のQRコードを読み取り、お答えください。

看護職のみなさまへ

心に残る現場からの声

・ 2025年度 日本看護連盟通常総会・総決起大会・国会見学

・ 2025年度兵庫県看護連盟通常総会・特別講演

・ 新役員・支部長紹介

・ 兵庫県看護協会 新入会員研修会



兵庫県看護協会 会長

丸山 美津子

日本看護連盟 会長

髙原 静子

ごあいさつ

今年も猛暑の夏になりそうです。

去る6月11日に日本看護協会通常総会が開催されました。協会会長に秋山智弥さんが就任され、

2040年に向けた新ビジョンの公表と共に、新たな看護提供体制のあり方の検討、構築に向けた取

り組みがスタートいたしました。兵庫県看護協会の定時総会も6月19日に終了し、私こと丸山も

会長2期目に突入いたしました。看護師、看護補助者の人材不足が続く中、現場の過重労働がも

たらす影響を懸念しつつ、協会としてできる限りの支援を行っていきます。

さらに追い打ちをかけるように病院経営が困窮しています。すべてが悪循環しているようで、

皆さんの明るい笑顔や溌溂とした仕事に影をおとしているのではないかと心痛めています。

物価高騰、米不足をはじめ、私たちの生活自体の乱れも相まって、ニュートラルに仕事に向き

合える環境ではないでしょう。何としても今の状況を打破すべく、看護連盟と協会が連携し、皆

さんの声を国政に届け、動かす努力を重ねています。

「今こそ一丸となって、現状を抜け出しましょう」と暑い夏に熱いエールを送ります。

皆さん、大阪万博で未来を覗いてきてください。思わぬ刺激を受け、沈みがちな気持ちを払拭

できるかもしれません。

会員の皆様におかれましては、後援会活動にご尽力いただき、心より感謝申し上げます。

政府は、6月13日「経済財政運営と改革の基本方針２０２５」を閣議決定し、公表しました。

２０４０年を見据え、医療・介護の複合ニーズを抱える８５歳以上の人口の増大や現役世代の

減少に対応できるよう、質が高く効率的な医療提供体制を全国で確保するために、医療需要の変

化を踏まえた病床数の適正化を進めつつ、かかりつけ医機能の発揮される制度整備、医療の機能

分化・連携や医療・介護連携、救急医療体制の確保などが明記されました。

看護ケアの対象者は、従来の枠組みを超えて多様化しており、人々が健やかに生まれ育ち、疾

病や障害があっても地域において生活を続けるための地域包括ケアシステムの構築・推進は、地

域共生社会実現の基盤です。この中で、医療と生活の両方の視点を持つ看護職には、あらゆる場、

あらゆる人に対する良質な看護の提供が求められます。

看護が抱える問題に対応するには、国政における制度成立に向けて活動する看護職国会議員の

存在は必須です。協会・連盟一致団結し、看護職の力を見せるときです。そして、看護職の未来

を明るいものに塗り替えていきましょう！

兵庫県看護連盟 会長

服部 玲子

選挙の時期になるといつも思い出す本があります。かこさとし著者の『子どものとうひょうお

となのせんきょ』という本です。今から42年前の古い本なのでご存じの方は少ないかもしれませ

ん。この古い本が再度注目されるようになったのは2020年になってからです。今から10年前の第

24回参議院議員通常選挙の公示日であった2016年6月22日から「18歳選挙権」が適用されました。

当時、世界186ヵ国中、162ヵ国で18歳選挙権が保障されておりました。いよいよ、日本国内でも

71年ぶりの改正の中で、選挙権の拡大により、18歳・19歳の選挙運動が解禁になりました。髙階

恵美子元参議院議員は、177,810票を獲得して全国比例では第11位で当選しました。

かこさとしさんが描いたこの本は、1983年、第13回参議院議員選挙で石本茂先生が当選した年

にメッセージを出しております。翌年、三人目の女性大臣として石本国務大臣・環境庁長官とし

て任命されました。また看護問題小委員会を開催して、数々の予算要望につなげました。初の比

例代表選挙が行われた年であり、連盟会員・協会会員および後援会会員に対して棄権防止と投票

呼びかける運動が重点的に行われました。この時からドント方式も導入されました。このような

看護職国会議員の歩みを振り返りながら「かこさとしさんの本」に触れ、投票を棄権することの

ないよう看護職の団結力を発揮しましょう。



～心に残る現場からの声～

参議院議員

石田 まさひろ

文部科学大臣

衆議院議員

あべ 俊子

『患者さんがいるから現場に向かう』

現場からの声でいつも感動し、尊敬するのは、看護の使命感である。

1995年の阪神・淡路大震災、2004年の中越地震、未曾有の国難であった2011年の東日本大震災、そ

して2016年の熊本地震。さらには、社会のあり方を一変させた2020年からのコロナ感染拡大。私はこ

れまで、時には看護職として、時には国会議員として、これらの歴史の節目となる現場に立ち、皆様

の多くの声に耳を傾けてまいりました。

そこでいつも目の当たりにするのは、看護師の皆様の崇高な使命感です。大地震の余震が続く不安

の中、自らの家屋が損壊し、守るべき大切なご家族も被災している。そんな筆舌に尽くしがたい状況

にあっても、「患者さんが待っているから現場に向かう」と、ただその一心で駆けつける皆様の姿に、

私はいつも深く胸を打たれ、言葉を失います。

さらに、その献身的な日々の働きに加え、皆様が次世代のために、看護という専門職の社会的地位

を向上させ、より良い形で未来へ送り継ぐための連盟活動に邁進されていることにも、心から敬意を

表します。

本会議

兵庫県看護連盟の皆様、日頃より温かいご支援を賜り心より感謝申し上げます。

各地の現場を訪問する中で、看護師・看護補助者の確保の難しさや、加算算定要件の煩雑さな

ど、制度と現場の実情との乖離の声を数多くお聞きしています。特に、「入院件数は増えてい

るのに収益が上がらず、ボーナスが下がっている」といった切実な声も寄せられており、昨今

の物価高騰に対応できていない診療報酬の問題は切実です。まさに制度と現場の実情との乖離

が、看護・介護の現場が直面している共通の課題であると実感しています。

一方で、看護師・看護補助者の募集方法の工夫や、限られた人数での柔軟な働き方の模索、AI

の活用など、現場ならではの創意工夫もお聞きし、現場の力強さも感じています。こうした声は、

単なる不満ではなく、「より良いケアを届けたい」という現場の熱意の表れです。

厚生労働委員会にて医療現場の
カスハラについて質問

現場で奮闘する皆様のその力強い意志と行動が、私の活動にとっても大

きな励ましであり、原動力です。皆様のその使命感と存在こそが、この国

の希望です。

心より、深く感謝申し上げます。本当にありがとうございます。

人口減少時代に突入した今こそ、これまでの価値観を大きく転換

し、看護の在り方を深く見つめ直す時です。「量を守り、質を追求

する」ための看護政策を看護連盟・看護協会と連携しながら、国政

の場にしっかりと繋げて参ります。引き続き、国政の場で活動する

ため、皆様の力強いご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。



内閣府大臣政務官

参議院議員

友納 りお

兵庫県看護連盟の皆さま、こんにちは！

3年前に皆さまに送り出していただいてから、全国をまわり、皆さまと様々なお話をさせていただい

ています。皆さまからのご意見は１つ１つすべて心に残るものですが、現在、政務官として、石破総

理の掲げる「地方創生2.0」という政策にかかわらせていただいていますので、その観点から心に残る

声を１つ。

地方創生2.0では、「若者・女性に選ばれる地方」をつくることが大きな課題の１つとなっています。

若者や女性の多い看護職ですが、看護職が地方の病院を離れる理由の１つに、専門性を高めるための

研修や教育が都会でしか行われていないという問題があります。以前、

日 時：2025年6月6日（金）13:00～17:45

場 所：ザ・プリンスパークタワー東京

出席者 : 1,057名

（兵庫県参加者：代議員13名、会長、一般参加20名）

報告者 : 監事 平山 ミツヨ

■2025年度 日本看護連盟通常総会・石田まさひろ総決起大会

会場が赤一色に染まり、「やっぱり 石田！」の大歓声と熱気で盛り

上がりました。

石田議員の応援もっともっと頑張ろう！という思いを強くしました。

一人でも多くの人に石田議員を知ってもらい応援してほしいと思います。

今こそ看護職が団結して応援しましょう！ 幹事長 清水 真由美

国会議事堂前にて

日 時:2025年6月5日（木）13：35～

見学先 :国会議事堂、参議院会館

参加者 :兵庫県看護連盟会員19名(役員・支部長含む）

看護連盟の役員として活動する中で、実際に国政の場を訪れ、その雰囲気を

肌で感じられたことは、大変有意義な学びとなりました。

また、石田議員および友納議員の事務所を訪問し交流を持てたことは、今

後の連盟活動へのモチベーション向上に直結する貴重な経験となりました。

青年部幹事・支部長 常友 聡志

ある看護師長さんからも、「働く環境や給与は、病院内で私たちが頑

張って取り組むけれど、スキルアップの教育は院内だけでは解決でき

ない。若い職員に教育を受けさせてあげたい。地方でも教育が受けら

れる環境を整えて欲しい」という声をいただいたことがあります。と

ても職員思いの看護師長さんでした。

地方でもそれぞれが受けたい教育を受け、スキルアップをし、看護

職としての能力を最大限発揮していただくことは、国民の皆さまのい

のちと暮らしを守ることに繋がります。

看護協会、自治体と連携しながら教育・研修体制の整備に努めてま

いります。

総決起大会

通常総会

看護問題対策議連
福岡厚労大臣申し入れ

日本看護連盟髙原会長より、「看護の未来をより良いもの

にするためには、全ての看護職が一丸となり、支え合い、協

力し合うことが不可欠である。連盟はこれからも働きやすい

職場環境の確保、処遇改善に取り組んでいきたい。」と力強

く挨拶されました。来賓祝辞では日本看護協会高橋会長、石

破茂自民党総裁、阿部俊子文部科学大臣、友納理緒参議院議

員からも石田昌宏参議院議員へのエールを送られました。

その後、議長団選出があり、2025年度新たな名誉会員とし

て7名が承認され、兵庫県からは鈴垣育子顧問が名誉会員とな

られました。報告事項はすべて承認され、最後に役員交代が

発表され2025年度日本看護連盟通常総会が無事終了しました。

～心に残る現場からの声～



日 時：2025年6月28日(土)13：00～16：00 

会 場：ラッセホール

参加者：3,536名

        (委任状 3,406名、来賓 7名、会員 82名、議長 2名、役員・支部長 39名）

報告者：神戸西部幹事 仁木 美枝子

退任された支部長の皆様、ありがとうございました

■ 2025年度兵庫県看護連盟通常総会

2025年度通常総会は、梅雨が明けた晴天の中開催しました。病院の存続が危

ぶまれ、医療、看護、介護の現場で働く人にとって厳しい状況が続いています。

あべ俊子先生の国政報告では、AIの活用、総合的にみれる人材育成、仕事の

標準化、現場の声をあげてくれるのは誰なのか、票をあげることが重要になっ

てくることについて話されました。

石田まさひろ参議院議員、友納りお参議院議員、髙原日本看護連盟会長のビ

デオメッセージがあり、会場は更に盛り上がりました。

議事進行はスムーズに行われ、報告事項、審議事項も成立し、その後、新役

員、支部長も承認されました。

3人の顧問の元気そうなお姿に触れて、兵庫県看護連盟の歴史を感じました。

1人1人が繋がりを持ち知恵と力を出して、活動していこうと思えました。

退任支部長の皆様の看護連盟に対する熱い思いを聞くことができました。

2025年度活動計画・支部活動計画及び予算案につきましては兵庫県看護連盟

ホームページでご確認ください。

あべ俊子文部科学大臣による
国政報告

受賞おめでとうございます

兵庫県看護連盟永年会員表彰者

竹中 まさ子 様 、 桐月 順子 様 、 藤原 洋子 様 、

中野 則子 様 、 山本 陽子 様

日本看護連盟名誉会員表彰者

兵庫県看護連盟 顧問 鈴垣 育子 様

2025年度 役員・支部長紹介

役 職 氏 名

会 長 服 部 玲 子

副会長
桐 月 順 子

清 水 久美子

幹事長 清 水 真由美

幹 事 松 下 清 美

監 事 平 山 ミツヨ

監 事 中 塚 真 弓

地区 役 職 氏 名

神
戸
中
部

幹事 西 口 久 代

神戸中部支部長 井 田 久留美

神戸大学病院支部長 岡 田 唯 奈

神
戸

西
部

幹事 仁 木 美枝子

神戸西部支部長 金 山 由 美

東

播

幹事 井 上 眞由美

東播西部支部長 牛 尾 麻 紀

明石支部長 徳 永 真 澄

淡路支部長 御 幸 尚 美

北

播

幹事・栄宏会支部長 三 枝 弘 典

北播支部長 森 本 智 美

西

播

幹事 坂 本 寿美子

西播支部長 堀 嘉 子

赤姫支部長 槇 得 照 子

マリア支部長 佐 野 千枝子

但

馬

幹事 橋 本 みどり

但馬北支部長 中 井 弘 美

但馬南支部長 古 川 綾 子

O B 幹事・OB支部長 山 本 陽 子

青年部 幹事・青年部支部長 常 友 聡 志

青文字…新任役員・支部長

顧 問

絹 巻 敏 子 ・ 鈴 垣 育 子 ・ 去來川 節 子 ・ 春 江 ハル子

地区 役 職 氏 名

阪
神
南

幹事 平 川 弘 美

阪神南支部長 檜 垣 美香子

兵庫医大支部長 宮 崎 智 晴

明和病院支部長 中 田 智 子

甲友会支部長 吉 川 直 子

阪
神
北

幹事 角 谷 智 子

阪神北支部長 山 浦 昭 子

協和会第１支部長 篠 原 美香子

協和会第２支部長 髙 島 陽 子

兵庫医大ささやま

キャンパス支部長
伊勢木 祐紀子

神
戸

東
部

幹事 齊 野 尚 美

神戸東部支部長 水 流 啓 子

会場の様子



新役員・支部長紹介

文章

文章

役員

阪神南・甲友会支部長 吉川 直子

よしかわ なおこ

阪神北・協和会第１支部長 篠原 美香子
しのはら みかこ

青年部幹事・支部長 常友 聡志
つねとも さとし

この度、幹事・青年部支部長を拝命いたしました。

県内の若手看護職の代表として、看護現場の声を国政の場に届ける取り組みを行い、さら

には看護職国会議員による成果を現場の皆様にお伝えするため、全力で尽力して参ります。

本年度、阪神北・協和会第１支部長を務めさせて頂くことになりました。現場では人

材確保が難しく、厳しい状況が続いています。楽しく安心して働ける看護職の処遇改善

など、よりよい看護ができるための環境を実現できるために、先輩方のご指導を受けな

がら、努めさせて頂きます。

何卒よろしくお願い致します。

このたび、阪神南甲友会支部長を拝命しました吉川です。

「現場の声が政治を動かす」─この言葉を、看護師の皆さん一人ひとりが実感できるよ

うな活動を目指し、取り組んでまいります。

まずは私が先頭に立ち、誇りをもって行動し、その姿勢を通じて皆さんと共に歩んでい

きたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。

阪神北・協和会第２支部長 髙島 陽子

たかしま ようこ

この度、阪神北・協和会第2支部の支部長を努めさせていただくこと

になりました髙島です。

初めての責務であり、諸先輩方にご指導を受けながら、自分自身の役

割が果たすことができるように活動をしていきたいと思っております。

どうぞよろしくお願いいたします。

神戸西部支部長 金山 由美
かなやま ゆ み

この度、兵庫県看護連盟神戸西部支部長を務めさせて頂くことになりました。

1年間神戸西部支部役員として看護連盟活動に参加し、改めて看護職の処遇改善にとっ

て大切であると感じました。

看護連盟の活動をより多くの看護職員に知ってもらえるように、会員の皆様の力をお

借りしながら務めてまいります。どうぞ宜しくお願い致します。

新役員・支部長紹介

兵庫県看護連盟通常総会において新役員・支部長が決定しました



お問合せ先 :  兵庫県看護連盟 TEL：078-382-3150 FAX：078-382-3151

■兵庫県看護協会 新入会員研修会

日 時：2025年 ①5月19日(月) ②20日(火) ③26日(月)

担 当：①則定 里奈(ツカザキ病院)・菅野 将洋(栄宏会小野病院)・

常友 聡志(姫路赤十字病院）

②末廣 健吾(加東市民病院)・森辺 香織（ツカザキ病院）・

常友 聡志

③松原 健治(みんなのかかりつけ訪問看護ステーション神戸)・

福永 恭平(明和病院) ・江崎 颯(神戸大学医学部附属病院）

参加者：兵庫県看護協会新入会員 1,190名（オンライン含む）

2025年度 看護連盟会員を募集しています （入会期間：2025年4月1日～2026年3月31日）

連

盟

会

員

■正会員 会費 8,000円（年間）

（内訳：日本看護連盟会費5,000円 県会費3,000円）

・公益社団法人日本看護協会 会員の方
賛

助

会

員

■看護職賛助会員（看護職の方）

会費 3,000円（県会費のみ・年間）

■一般賛助会員（家族、知人等の一般の方）

会費 500円（年間）

・看護連盟活動に賛同して頂けるのであればどなたでも入会
していただけます。ご家族、ご友人にも広くお呼びかけ下さい。

■特別会員 会費 8,000円（年間）

（内訳：日本看護連盟会費5,000円 県会費3,000円）

・正会員の経歴を有し未就業で、公益社団法人日本看
護協会の会員ではないが、日本看護連盟の活動にご
協力・ご支援頂ける方。

■団体賛助会員（看護連盟が推薦する団体）

会費 1口 1,000円（年間）

会費無料 ・保健師・助産師・看護師又は准看護師の資格を得るために就学している看護学生で看護連盟の主旨に賛同
いただける方を対象としています。 ご入会いただきました学生会員の方には、広報誌をお届けいたします。

学生
会員

兵庫県看護協会の新人会員研修で、看護連盟と青年部の活動につい

てお話ししました。少子高齢化が進む我が国では、現新人看護師が管理

者となる20～30年後、医療ニーズの増加と看護師不足が深刻化すると

予想されます。

2050年には高齢患者が病院や在宅医療の現場を満たし、看護師は

過酷な状況に直面する可能性があります。そのため、労働環境や処遇の

改善を今から進めることが重要です。

看護業界の未来を支えるためには、政治を自分事として捉え、看護の声

を国に届ける必要性を若手看護師に伝えました。

青年部幹事・支部長 常友 聡志

■看護協会・看護連盟合同看護政策研修会

日 時 ：2025年8月8日（金） 13：30～16：00
会 場 ：兵庫県看護協会
テーマ：「看護要員の確保定着に向けて」

（詳細は後ほどご案内いたします）

表紙の写真

■リーダー研修

日 時 ：2025年12月5日（金） 14：30～16：00
会 場 ：兵庫県看護協会
テーマ ：「コミュニケーションの重要性」 丹谷グラスアイランドテラス

          （神戸市西区）



管理医療機器製造販売認証番号
＜303AGBZX00027000＞

『健康セミナー』を実施中（出張費無料）

看護連盟様【優待価格】

をご用意しております｡

詳しくはセミナーにて

ご案内いたします。

姫路営業所
〒670-0965 兵庫県姫路市東延末1-1 姫路NKビル6F

TEL:079-287-3880 FAX:079-287-3881

編集後記

                            （広報委員： 平川、仁木、井上、山本、橋本）

皆様からのご意見をお待ちしています。
メール、電話、FAX、いずれの方法でも結構です。

〒650-0004 神戸市中央区中山手通5丁目1-3

TEL:078-382-3150 FAX:078-382-3151

E-Mail: renmei-h@ceres.ocn.ne.jp

兵庫県看護連盟
Hyogo Nursing Federation

日本看護連盟総会、兵庫県看護連盟総会で、新旧役員の熱意

は新役員へ引き継がれました。会場での熱気にパワーをもらい

看護の未来を考えて1人1人が自分のできることを考える機会に

なったと思います。

看護職の中には、興味がないからと選挙に行かない人がいま

す。

1人でも多くの人に看護職の代表を国政に送ることが、現場の環境

改善に繋がると、伝え広めていきましょう。

投票日仕事の人は、期日前投票を活用してください。

表紙QRコードから投票確認アンケートにご協力をお願いします。
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